
守り  創り  育てよう
ふるさと島根の景観

しまね景観賞第20回

島　根　県
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島根には、緑織りなす山々や変化に富んだ海岸線、日本海に浮かぶ

島々などの美しい自然、人々の暮らしの中から創り出された農山漁村

の風景、先人の知恵が受け継がれた歴史的なたたずまいなど、それぞ

れに個性豊かで特色のある地域の景観があり、今も大切に守り育てら

れています。

島根県では、こうした優れた景観を将来にわたって保全するととも

に、新たな魅力ある景観を創り育むことを目的に、平成3年に制定さ

れた「ふるさと島根の景観づくり条例」に基づいて、様々な施策を進

めております。

その一つである「しまね景観賞」は、魅力ある島根の景観づくりに

貢献しているまちなみや建造物、活動等を表彰し、快適で文化の薫り

高い島根の景観を形成していくことを目的としています。平成5年の

創設以来、今回を含め215件が受賞され、多くの県民の皆様に高い関

心を寄せていただいております。

第20回となる今回は、各部門より９件の建造物や活動などを表彰

いたしました。さらに、本賞が20回を数えたことを記念して、過去

の受賞物件の中から受賞後も継続した良好な景観づくりに対する取り

組みを募集し、２件を「景観づくり貢献賞」として表彰いたしました。

受賞されました皆様に、心からお祝いを申し上げますとともに、審査

委員の皆様や本賞の趣旨に賛同しご応募いただきました皆様に、厚く

お礼を申し上げます。

今後とも、島根の魅力ある景観の保全・創造に向けて取り組んで参

りますので、一層のご理解とご協力を賜りますよう、お願いいたしま

す。

平成25年２月
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「表匹見峡」
平成23年度卒業　益田東高等学校　美術部　大賀繭子

〈作者の想い〉
私にとって心の故郷である美しい景観を未来永劫伝え残せたら
と思い、描きに描く。

〈益田東高等学校美術部の紹介〉
平成19年に美術部創部。中世の面影を色濃く残す益田に学ぶこ
とを、歴史ある景観の美しさを見出す好機と捉え『「古の里」益田
を描く』をテーマに絵に描いて作品として後世に残すことを活動
方針としている。
その活動が認められ「第1回益田市まちづくり景観賞」において準
グランプリ賞を受賞。
年に1回美術展を開催し、各作品を紹介している。

表紙のご紹介
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室谷の棚田

棚田の広がる室谷は、浜田市三隅町の北東部に位置し、上室谷、
下室谷、諸谷の 3集落で構成されています。「日本の棚田百選」

にも認定され、これら 3集落の方たちによって今日まで継承され
ています。
室谷棚田の歴史は、明確な史料はないものの江戸時代以前に成
立し、江戸時代には、「鉄

かんな

穴流し」によってできた窪地も水田に利
用されたと考えられています。
昭和51年撮影の空中写真から約4,500枚の棚田が確認され、わが

国最大規模であったことがうかがわれます。
現在、棚田は約1,000枚になり、規模としては当時の約 2割になっ

たものの、展望台から見渡す棚田は、背景に日本海を臨むまさに
「絶景」の一言です。一枚一枚耕作し、畦畔を手入れし、何百年も
引き継がれている営みのきびしさと美しさが目の前に広がってい
るのです。季節によって趣を変える棚田の美しさは、まさに自然
と人が創り、つなげてきた室谷の文化そのものです。
11月初旬に訪れた際、毎年恒例となった収穫を祝う棚田まつり
が開催され、多くの人たちで賑わったことをうかがいました。日
本海から吹きつける風を受けながら、「稲穂の波がゆれる室谷の棚
田」にも会いたいと思いました。 （井ノ上知子）

浜田市三隅町室谷

優秀賞
まち・みどり・活動部門

今回の「しまね景観賞」は第20回の節目を迎えたことを記念して従来

の部門に加え過去の受賞物件のうち受賞後も引き続いて良好な景観づ

くりを行っているものを「景観づくり貢献賞」として募集し表彰を行う

こととした。

こうして行った今回の応募総数は193件と多数の応募があり、この賞

が引き続き県民の方々に広く受け入れられていることがうかがえる。

選考に当たっては、まず書類審査で25件を選定し、その後、現地審

査と最終審査会を行い慎重に審議し、次の９件の建造物や活動等、そし

て２件の景観づくり貢献賞を選定した。

優秀賞は５件である。「まち・みどり・活動部門」から選ばれた『室

谷の棚田』は何百年も引き継がれている営みのきびしさと美しさが評価

された。「土木施設部門」から選ばれた『さくらおろち湖〜尾原ダム〜』

は湖岸の道路から美しい湖面と周辺の山々とをバランスよく眺めるこ

とができる新たな景観と視点場を与えることとなった点が評価された。

「公共建築物部門」から選ばれた『入間交流センター』は以前の校舎の

面影をしっかりと残しつつ、さまざまな目的に活用できる拠点施設とし

て造りあげられている点が評価された。「民間建築物部門」から選ばれ

た『ワークくわの木　江津事業所』はデザイン性に富みつつ、周囲に溶

け込んでいる点が評価された。「屋外広告物・その他部門」から選ばれ

た『出雲大社 門前町の日よけのれん』は個性と統一感を併せ持つのれ

んの存在が、門前町の魅力アップに貢献している点が評価された。

奨励賞は４件である。「まち・みどり・活動部門」から選ばれたのは

『畑迫あじさいロード』と『斐伊川源流部の自然を活かした水辺空間』で

ある。前者は、景観の創出面と地域の活動面の両面において地元の方の

尽力が感じられる点が、後者は親水性を有した豊かな自然を実感できる

水辺空間が、町民のいこいの場として活用されている点が評価された。

「公共建築物部門」から選ばれた『奥出雲町立亀嵩小学校』はすっきり

と引き締まったデザインと木の持つ柔らかさが、安心感のある建築物を

造りあげられている点が評価された。「民間建築物部門」から選ばれた

『森の中の家』は風格のある茅葺き屋根、力強い石垣、時代の流れを感

じさせる田舎造りの玄関等懐かしさを感じさせる風景を守り継いでい

る点が評価された。

景観づくり貢献賞は、受賞後も活気あふれる活動に取り組んでいる

『木綿街道の町並み』と『大森町町並み保存事業』が選ばれた。

今後も、この「しまね景観賞」が魅力あふれる島根の景観づくりに寄

与するとともに、さらに多くの県民、事業者の皆さんがよりよい景観づ

くりに一層積極的に取り組まれ、生活と文化の豊かさを実感できる県土

が築かれていくことを期待してやまない。

平成25年２月
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【事業主体】 両谷連合自治会

【概　　要】 面　　　積：28��
  棚田の枚数： 約1,000枚（昭和51年には我が国最

多の4,520枚を確認）
  両谷連合自治会：上室谷、下室谷、諸谷の３集落

の会員66戸からなり、地域資源を保全・利活用し、
農業振興と集落活性化を目指している。この地の
人々の情の厚さと地域との結びつきが、地域おこし
に対する意識を高め、今に至っている。
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入間交流センター

国道54号線沿い、緑豊かな山々に囲まれている赤瓦の建物が入
間交流センターである。

　入間交流センターは平成20年 3 月に廃校になった入間小学校を
改修したもので、児童の待機場所、研修宿泊施設、集会施設など、
さまざまな目的で地域の拠点として活用されている。
　小学校の廃校が決まってから、地区内で学校跡地検討委員会が
立ち上がり、地元住民・雲南市に加え早稲田大学の建築学科の学
生たちがそこに参加し、基本設計を行ったとのこと。
　校舎の外壁は板壁、屋根も従来の赤瓦を使用することで、以前
の校舎の面影をしっかりと残した外観となっている。また、田舎
の民家をイメージした縁側は、建物の「内」と「外」をつなぐ役
割を果たしており、地域と利活用者とをむすぶ象徴である。オー
プンデッキでは、地域の夏祭り等でステージ、オープンカフェなど、
多目的に使用できるようになっている。
　今後も、周辺との景観に馴染むだけでなく、地域の風土や文化
を活かし、後世に伝えていく拠点となるような活動が続くことを
期待する。 （豊田庄吾）

雲南市掛合町入間

優秀賞
公共建築物部門

さくらおろち湖　～尾原ダム～

尾原ダムは、洪水時に斐伊川と宍道湖の水位上昇に伴う、松江
市を中心とした水害を軽減する目的で、約25年の歳月をかけ

て完成したダムです。
　尾原ダムは、洪水調節が主な目的ですが、ダムを建設するにあ
たって周辺の景観に配慮したいろいろな工夫がなされています。
　ダム湖岸の道路からは、美しい湖面と周辺の山々とをバランス
良く眺めることが出来ます。また建設時に、ダム湖の水面から上
の斜面のところにドングリの植樹やたくさんの植樹をすることに
より、景観と環境保全に努力されています。さらに、ダム本体の
上を走る管理用の道路には、車道だけでなく歩道があり、夜間の
照明を道路の両サイドの欄干に設置するなど、周辺住民や観光客
の安全や利便性にも配慮されています。
　このように新しいダムとダム湖は、新たな景観と新たな視点場
を与えることになりました。完成したばかりのダムですが、年月
が経つにつれてダム湖とその周辺の景観はますます良くなること
でしょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒尾慎司）

雲南市木次町～仁多郡奥出雲町

優秀賞
土木施設部門

【事業主体】 入間コミュニティー協議会／雲南市

【設 計 者】 早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科
 古谷誠章研究室
 社団法人　島根県建築士事務所協会雲南支部

【施 工 者】 株式会社中澤建設

【概　　要】 構　　　造：木造２階建（一部平屋建）
 延べ床面積：836.28㎡
  『縁側でつながる　ひとの縁』115年という歴史をもつ入間小

学校が閉校になった。たくさんの人がここで学び、次の世代
へと縁をつなげてきたが、その歴史に幕を下ろした。2011年
入間小学校は木造校舎を活かしながら、縁側でつながると
いうコンセプトのもと、新たに「入間交流センター」へ生まれ
変わった。地元住民の団らんの場として、久しぶりの里帰りの
場として、はじめての方でも和める場所として、入間交流セ
ンターはこれからも変わらず人々 の縁をつなぎ、ここにある。

【事業主体】 国土交通省中国地方整備局

【設 計 者】 株式会社クレアリア／日本工営株式会社

【施 工 者】  清水・飛島・東亜特定建設工事共同企業体
日立造船株式会社／株式会社ＩＨＩインフラ建設
三菱重工業株式会社

【概　　要】 型　　　式：重力式コンクリートダム
 堤　　　高：90.0ｍ 
 堤　頂　長：440.8ｍ
 堤　体　積：689,000㎥
 湛 水 面 積：2.3㎢
 総貯水容量：60,800,000㎥
 完　　　成：平成24年３月
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ワークくわの木　江津事業所

こんなに洒落た活動拠点ならば、通うのも楽しかろう。北側が
授産施設で、南側が雑貨ショップとレストラン。あたりはシ

ビックセンターとして整備が進む一帯だ。公園の芝生や街路樹と
調和しながら病院や保育園などが立ち並ぶ。　
　そのほぼ中央に位置する、この建物の外観は斬新。白い壁面が
上へと拡がっていく。屋根は南棟から渡り廊下を経て北棟へ、ゆ
るやかな下り傾斜をつくる。道路の勾配に沿うかのようだ。が、
デザイン性に富みつつ、周囲に溶け込んでいるのはなぜか。この
疑問を解く鍵こそが、優秀賞の評価に値したのだと思う。
　まず、屋根だ。無釉薬の赤瓦が周りとの統一感をもたらしてい
る。ガラスの窓枠や換気扇の目隠しなどに用いられている、檜が
創る表情は柔らかい。さらに、景観美を壊すまいとする配慮は並々
ならず。エアコンの室外機は一カ所にまとめてコンクリート壁で
覆い、土を盛って芝生をはるという念の入れようだ。西側に植わ
る桜並木を残すために、たいそう心砕いたのだとも聞いた。
　魅力ある景観づくりへの心意気さえ伝わってくる。いまや江津
の人気スポット。訪れる人が多いおかげで、たくさんのふれあい
も生まれているそうだ。 （伊藤ユキ子）

江津市江津町

優秀賞
民間建築物部門

【事業主体】 社会福祉法人　いわみ福祉会

【設 計 者】 中塩和彦建築設計事務所

【施 工 者】 株式会社原工務所

【概　　要】 構　　　造：木造平屋建て
 完成年月日：2011年４月
 建 築 面 積：660.60㎡
 延べ床面積：492.33㎡

出雲大社 門前町の日よけのれん

古来、数多の人々を迎え入れてきた出雲大社の門前町。その通
りの沿道に立ち並ぶ店舗の軒先に設置された、色とりどりの

日よけのれんである。
土産物屋、飲食店、和菓子屋、眼鏡屋、工房等、多様な店の個
性がそれぞれの意匠に活かされていて、見る者の目を楽しませて
くれる。一方で、形状や材質が統一されており、色合いも全体に
抑制の効いたものであるため、街並み景観としてのまとまりも醸
成している。これらののれんの設置は、「神話博しまね」の開催
に向けての実行委員会と地元の民間団体との協議の中で出された、
にぎやかな雰囲気の演出とともに来訪者へのおもてなしの気持ち
を表したいとの、地元からの提案をもとに実現されたという。
このうち、「神門通り」では、のれんの右上に染め抜かれた「神

門通り」のロゴが統一感を強める要素となっているが、これは、
約100年前にこの通りの名付け親となった千家尊福公の筆跡を活か
したものという。近隣の「神迎えの道」「宮内通り」でも同様のの
れんが掲げられており、人々の思いの輪が広がっている。
かつての賑わいを取り戻すべく昨年度から ｢神門通り｣ の改修
工事が進められ、歩く楽しさが増しつつあるこの界隈。個性と統
一感を併せ持つのれんの存在も、その魅力アップに大いに貢献し
ている。 （八田典子）

出雲市大社町

優秀賞
屋外広告物・その他部門

【事業主体】 神門通り甦りの会
 神迎の道の会
 宮内地区商店会

【概　　要】  平成24年の「神話博しまね」、平成25年の「出雲大
社平成の大遷宮」を機に、来訪される多くのお客
様を「おもてなし」するため、出雲大社の門前の雰
囲気に調和した景観づくりを目指して、66軒・80枚
の「日よけのれん」を民家、商店等の軒先に設置
し統一感ある町並みを演出。
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まち・みどり・活動部門

奨励賞 斐伊川源流部の自然を活かした水辺空間
仁多郡奥出雲町竹崎

畑迫あじさいロード

今年度から部門名が変更になり、応募対象も「まちなみ、まち
かど、緑化、修景」と、「景観づくりのための行為、行動」

の広範囲にわたります。津和野町にある「畑迫あじさいロード」は、
景観法の目的である「潤いのある豊かな生活環境の創造及び個性
的で活力ある地域社会の実現」に即していて、景観の創出面と地
域の活動面の両面ともに、地元の方の尽力が感じられます。
　戸数の少ない畑迫地区の住民により10年近い活動を経て、約
2000株のあじさいを 2ルート植え、草刈りや夏の暑い時期に花が
らを摘む苦労も乗り越え、維持管理に努められています。あじさ
いロードでは 8 kmの散策イベントも行われていますが、道路沿い
だけでなく、一部斜面にも植えられていて壮観な光景が拡がりま
す。花びらの色も、濃淡様々な青から赤紫へと彩りを存分に楽しめ、
あじさいの花咲く頃はもちろん素晴らしいのですが、他の季節に
おいても緑道としての役割を充分果たしている所に、年間を通じ
た景観の価値があると考えられます。また、紫陽花を愛でる時季
に蛍が舞うという時間帯別の景観にも魅力が感じられます。
 （藤居由香）

鹿足郡津和野町田二穂・部栄・内美

奨励賞
まち・みどり・活動部門

横田町の竹崎地区は、斐伊川の源流近くに位置しており、豊か
な自然環境に恵まれたところです。斐伊川源流の船通山には

ヤマタノオロチが住み、スサノオノミコトにより退治されたとい
う神話が伝えられています。
　このように古事記にも登場する斐伊川の源流部に、今から約10
年前、自然石を多用しながら治水機能（洪水防御機能）を高め、
さらに親水性（川に親しむ機能）を有した豊かな自然を実感でき
る水辺づくりがなされました。
　河川沿いには、町民のいこいの場として、大・小 2つのプール（通
称：わくわくプール）があり、プールには温泉水が利用され、水
深を浅くすることで子供たちが安全に楽しく遊べる空間となって
います。また、プール沿いの遊歩道は体の不自由な方でも車イス
で近づけるように配慮されており、訪れた人ならどなたでも水辺
と周辺の景観を楽しむことができます。
　河川整備事業の実施によって人の手が加わったものの、周辺の
自然によく溶け込んでおり、斐伊川源流の清らかな水が自然石の
間を流れる様は、訪れた人々の心に時空を超えて古（いにしえ）
を蘇らせてくれることでしょう。 （荒尾慎司）

【事業主体】 奥出雲町

【概　　要】  船通山から湧き出る温泉水を利用した幼児用プー
ルとして整備され、水深も30センチ前後と浅く安
全であることから、特に夏場は小さな子供さんのい
る家族の遊び場として親しまれている。春から秋に
かけて定期的に行っているプールの掃除に合わせ
て、除草・樹木の剪定等を行い景観保全に努めて
いる。

【事業主体】 ふるさと畑迫／上横瀬自治会／下高野自治会

【概　　要】 植栽距離：約６㎞
 植栽本数：約4,000本
  平成12年度に畑迫の花として「あじさい」を指

定。平成14年度から本格的に植栽をはじめる。
地区住民に呼びかけをして、草刈り・花がら摘
み等の日常管理を行っている。
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森の中の家

雲南市大東町上久野の小高い森の中に茅葺き屋根の民家（いえ）
がある。

　前の道路からは木立ち越しに垣間見えるほどで、周囲に建物は
無く、まさに森の中の一軒家である。
　建築年代は定かではないが、当主の話では築後200年近くが経過
しているとのことである。
　周囲に広がる刈田越しに家屋を眺めると、風格のある茅葺き屋
根と離れの赤瓦のバランスがいい。敷地をぐるりと囲む石垣は力
強く、田舎造りの玄関は、腰板の深みのある色合いが時代の流れ
を感じさせる。
　茅の葺き替えは材料の調達が困難であることから一面ずつ四回
に分けて行っているようである。
　冬になると、あたり一面すっぽりと雪で覆われるというがその
姿もまた風情があるであろう。
　晩秋の静けさの中で何処か懐かしさを感じさせ、いつまでも眺
めていたい風景であった。 （藤岡大拙）

雲南市大東町上久野

奨励賞
民間建築物部門

【所有者】 村上　敏修

【概　要】 構　　　造：木造平屋建て
 建 築 面 積：約140㎡
 推定建築年：約200年前

奥出雲町立亀嵩小学校　

自然豊かな玉峰山のふもとにある奥出雲町立亀嵩小学校。
かつては鉄筋コンクリート造だった校舎が、木をふんだんに

使用したぬくもりある建築物に生まれ変わった。
　全体的にすっきりと引き締まったデザインと木の持つ柔らかさ
のバランスがほどよく、安心感がある。
　石州瓦の屋根は周辺の山々とよく調和しており、白壁と木製手
摺り壁のコントラストもとてもよい。
　建物の高さは低く抑えられており「この地の景観を壊さぬよう
に」との配慮が伺える。
　また、可能な限り地場で採れた木材の使用に努められており、内・
外装には地元産の杉無垢材が、柱には地元産の杉の集成材を使用
されていると聞き、さらに愛着がわく。
　昨今の学校は教育施設としての機能にとどまることなく、地域
のコミュニティ施設としての役割も担っている。
　この施設が亀嵩地区の拠点施設として将来にわたって愛される
ことを願ってやまない。 （西野賢治）

仁多郡奥出雲町亀嵩

奨励賞
公共建築物部門

【事業主体】 奥出雲町

【設 計 者】 株式会社小草建築設計事務所

【施 工 者】 有限会社福間工務店

【概　　要】 校　舎／構　　造：木造２階建
 　　　　建築面積：1,158.51㎡
 　　　　延床面積：1,774.82㎡　
 体育館／構　　造：木造平屋建
 　　　　建築面積：913.43㎡
 　　　　延床面積：810.28㎡
 完成：平成23年３月
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木綿街道の町並み

築250年余りの本石橋邸や、明治や大正時代からの醤油屋、300
年の生姜糖屋などの歴史的建築物、そして出雲格子が並ぶ

家々も、ふと足が立ち止まるような心地よい様々な工夫が施され
ている木綿街道。
平成20年に「木綿街道まちづくり協定」を締結し、行政からの
助成を受け、 3カ年で17棟が住民協定に沿った改修を行っている。
それだけでなく、住民自らの手によって、玄関先に木綿街道のの
れんを掛けたり、木綿をはじめとする花木やオブジェなど、小さ
くても心温まる景観整備が継続的に行われている点で非常に評価
が高い。そこに暮らす住民が、互いの玄関先の装飾について会話
を交わす様子が思い浮かぶ。街道を愛する人々の気持ちが伝わる
ことで、ふとそこに訪れた者が、ほっとひと息つくことができる
景観が形成される。
今後は建物の調査がさらに進み、建築物の正確な鑑定が期待さ

れる。いずれにしても木綿街道は木綿街道振興会を軸に今後も趣
向を凝らした取り組みが実施され、地域住民と愛する多くのファ
ンよって、町への誇りが受け継がれていくだろう。 （田中理恵）

出雲市平田町

貢献賞
景観づくり貢献賞

大森町町並み保存事業

世界遺産の石見銀山は、銀山そのものだけではなく周辺の町並
みの保全あるいは整備が常々行われている。

財政的な制約のある中、表通り周辺は現在約50%の整備状況となっ
ている。
過去に受賞されたポイントとなる建物だけでなく家屋、庭、塀、

電柱、道路といった生活実態そのものをある一定のレトロ感に仕上
げようとしておられる努力を感じることが出来る町並みである。
その生活と商売とがバランス良く形成され、落ち着いた町並み

となってゆく努力を今後とも続けていかれることにエールを送りた
い。 （矢野敏明）

大田市大森町

貢献賞
景観づくり貢献賞

【事業主体】 木綿街道振興会／木綿街道まちづくり協議会

【概　　要】  平成13年に「木綿街道」と名付けて以来、町並み
景観の魅力アップにむけて継続的な取り組みを続
けている。木綿街道振興会とそこに暮らす住民が
主体となり、関係団体や行政がそれをサポートし
つつ、清掃活動・柿渋塗り・棉や季節の草花の栽
培・小さなディスプレイ等、日常的な景観美化活動
から、住宅改修・通りの修景、将来的な町並み景
観保全の方策の検討等まで、木綿街道の町並みの
価値の向上にむけて様々な活動を行っている。

【事業主体】 大森町文化財保存会

【概　　要】 会員：大森町全戸
  昭和62年に重要伝統的建造物群保存地区に選定

されて今年で25周年。町並みの約半数の伝統的建
物が修理を終えた。大森町文化財保存会は昭和32
年に結成。大森町にある文化財の保存を目的とし
ているが、平成19年の世界遺産登録を期に、増加
する観光客への対策、大森町の今後のあり方につ
いても検討している。

 [活動内容^
 　 • 大森町の町並みの保存の在り方の検討
 　 • まちおこし活動の先進事例調査
 　 • 大森町内の一斉清掃
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しまね景観賞表彰銘板

土 木 工 学 荒尾　慎司
 独立行政法人国立高等専門学校機構
 松江工業高等専門学校
 環境・建設工学科教授

作　　　家 伊藤ユキ子
 紀行作家

まちづくり 井ノ上知子
 NPO法人　まつえ・まちづくり塾代表

美　　　術 佐々木恵未
 画家

まちづくり 田中　理恵
 NPO法人　てごねっと石見理事

まちづくり 豊田　庄吾
 隠岐國学習センターセンター長

文　　　化 錦田　剛志
 島根県神社庁参事

行　　　政 西野　賢治
 島根県土木部長

芸 術 学 八田　典子
 公立大学法人島根県立大学
 島根県立大学総合政策学部教授

住居デザイン 藤居　由香
 公立大学法人島根県立大学
 島根県立大学短期大学部准教授

○ 歴 史 学 藤岡　大拙
 島根県立大学短期大学部名誉教授

建 築 業 界  矢野　敏明
 島根県建築士事務所協会会長

敬称略/50音順　○印は審査委員長

●募集期間
～平成24年 8 月31日（金）

●募集結果
応募総数　207通
応募物件　193件

●第1次審査（平成24年 9 月11日～ 9月28日）
応募書類、写真をもとに第 2次審査の対象となる25件を
選定

●第2次審査（平成24年10月29日・31日、11月 2 日）
選出された25件について現地審査及び最終審査会を行
い、11件を選定

●表彰式（平成25年 2 月 5 日）
受賞物件の事業主体、設計者及び施工者に対して賞状を、
事業主体には副賞として銘板も併せて贈呈

審 査 委 員 審 査 経 過
 （任期：平成24年 4 月 1 日から平成26年 3 月31日）
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しまね景観賞第20回

まち・みどり・活動部門

優秀賞  笊室谷の棚田
事業主体／両谷連合自治会

奨励賞  笆畑迫あじさいロード
事業主体／ ふるさと畑迫・上横瀬自治会・

下高野自治会

奨励賞  笳斐伊川源流部の
自然を活かした水辺空間
事業主体／奥出雲町

土木施設部門

優秀賞  笘さくらおろち湖
～尾原ダム～
事業主体／国土交通省中国地方整備局

公共建築物部門

優秀賞  笙入間交流センター
事業主体／入間コミュニティー協議会・雲南市

奨励賞  笞奥出雲町立亀嵩小学校
事業主体／奥出雲町

民間建築物部門

優秀賞  笵ワークくわの木
江津事業所
事業主体／社会福祉法人　いわみ福祉会

奨励賞  笨森の中の家
所有者／村上敏修

屋外広告物・その他部門

優秀賞  笶出雲大社
門前町の日よけのれん
事業主体／ 神門通り甦りの会・神迎の道の会・

宮内地区商店会

景観づくり貢献賞

貢献賞  筐木綿街道の町並み
事業主体／ 木綿街道振興会・

木綿街道まちづくり協議会

貢献賞  筺大森町町並み保存事業
事業主体／大森町文化財保存会
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第20回しまね景観賞第１次審査結果
部門 名称 所在地

まち・みどり・活動

室谷の棚田 浜 田 市

天国に一番近い里 邑 南 町

畑迫あじさいロード 津 和 野 町

鵜峠（うど）地区、格子戸の多い家並み 出 雲 市

斐伊川源流部の自然を活かした水辺空間 奥 出 雲 町

土 木 施 設

神々のふるさと　出雲の國の神門通り 出 雲 市

香木の森・砂田川ふるさと砂防事業 邑 南 町

さくらおろち湖～尾原ダム～ 雲南市～奥出雲町

公共建築物

鞆館 大 田 市

松江歴史館 松 江 市

入間交流センター 雲 南 市

奥出雲町立亀嵩小学校 奥 出 雲 町

民間建築物

ワークくわの木　江津事業所 江 津 市

森の中の家 雲 南 市

坂の下　café　morikame 出 雲 市

株式会社エブリプラン新社屋 松 江 市

屋外広告物・その他

「YUMENONEMURA空中ケビン　遊坊や！風小僧」 浜 田 市

ハートのベンチ（八雲立つ風土記の丘） 松 江 市

出雲大社　門前町の日よけのれん 出 雲 市

貢　献　賞

木綿街道の町並み 出 雲 市

馬木北町まちなみづくり活動 出 雲 市

大森町町並み保存事業 大 田 市

村上家隠岐しゃくなげ園 隠岐の島町

塩見縄手地区(景観地区） 松 江 市

金言寺の茅葺屋根と大イチョウ 奥 出 雲 町

松 江 市
蘆 浅野小児科医院（第1回/民間建築物）
蘆 塩見縄手地区（第2回/まちなみ）
蘆 宍道湖ふれあいパーク（第2回/公共土木）
蘆 くにびきメッセ モニュメント（第2回/工作物）
蘆 白潟公園（第3回/土木施設/優秀賞）
蘆 八束町庁舎（第3回/一般建築物/優秀賞）
蘆 ぐるっと松江・レイクライン（第3回/工作物・その他/優秀賞）
蘆 松江大橋川沿い柳並木通り（第3回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 高橋正訓邸（第3回/個人住宅/奨励賞）
蘆 モニュメント・ミュージアム　来待ストーン（第4回/大賞）
蘆 京店周辺整備事業（第4回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 メテオプラザ（七類港多目的ターミナルビル）
（第4回/一般建築物/優秀賞）

蘆 玉湯川県単独砂防環境整備事業（第5回/土木施設/優秀賞）
蘆 林間劇場しいの実シアター（第5回/一般建築物/優秀賞）
蘆 出雲国風土記  道しるべ事業（第5回/工作物・その他/優秀賞）
蘆 白潟天満宮前ロータリー広場（第5回/土木施設/奨励賞）
蘆 山代二子塚古墳（第6回/工作物・その他/優秀賞）
蘆 堀川遊覧（第6回/工作物・その他/優秀賞）
蘆 松江大橋南詰め（八軒屋）公園（通称：源助公園）
（第6回/まち・みどり/奨励賞）

蘆 舟つきの松とその周辺（第6回/まち・みどり/特別賞）
蘆 島根県立美術館・岸公園・宍道湖袖師親水型湖岸堤（第7回/大賞）
蘆 忌部花街道（第7回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 松江市立第一中学校周辺の並木及び石積み整備
（第7回/まち・みどり/奨励賞）

蘆 橋本家住宅（第7回/個人住宅/奨励賞）
蘆 カラコロ工房（第8回/大賞）
蘆 美保関青石畳通り（第8回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 沖泊漁港　漁業集落道（第8回/土木施設/優秀賞）
蘆 ウォーキング・トレイル  はにわロード
（第8回/土木施設/奨励賞）

蘆 曽田邸（第8回/個人住宅/奨励賞）
蘆 ヘルンの道整備  文豪記念碑サイン
（第8回/工作物・その他/奨励賞）

蘆 松江北堀美術館（第9回/民間建築物/奨励賞）
蘆 城山稲荷参道前の通り（第11回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 松江しんじ湖温泉駅（第11回/民間建築物/奨励賞）
蘆 美保関の屋号由来板（第11回/工作物・その他/奨励賞）
蘆 青木にじが丘（第12回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 田和山遺跡と共存する松江市保健医療福祉ゾーン（松江
市立病院・松江市保健福祉総合センター）（第13回/大賞）
蘆 宍道湖景観を守るための嫁が島保全管理活動
（第13回/工作物その他・活動/奨励賞）

蘆 花とヨシに託す宍道湖岸の景観づくり
（第13回/工作物その他・活動/奨励賞）

蘆 寺町地区のまちなみ環境整備事業（第14回/土木施設/優秀賞）
蘆 松江市営住宅  荻田団地（第14回/公共建築物/優秀賞）
蘆 江島大橋（第14回/土木施設/奨励賞）
蘆 Audi山陰（第14回/民間建築物/奨励賞）
蘆 荒木文之助商店（第14回/民間建築物/奨励賞）
蘆 宍道湖夕日スポット（第15回/大賞）
蘆 蔵 （々第15回/民間建築物/優秀賞）

蘆 上乃木のけやき通り（第15回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 松江城二ノ丸のなんじゃもんじゃと松江洞陀羅会
（第15回/工作物その他・活動/奨励賞）

蘆 松江高専「学びの庭」（第15回/公共建築物/特別賞）
蘆 松江市役所美保関支所（第16回/公共建築物/優秀賞）
蘆 ほし柿の里「畑地区」（第16回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 松江市島根町加賀の公共施設群（第17回/公共建築物/優秀賞）
蘆 松江水燈路（第17回/活動・工作物・その他/優秀賞）
蘆 玉湯川の桜並木（第17回/まち・みどり/奨励賞）
蘆京島の松（第18回/活動・工作物・その他/奨励賞）
蘆本庄水辺の楽校（第19回/土木施設部門/奨励賞）
蘆 松江市中心市街地商店の引き戸「取っ手飾り」
（第19回/活動・工作物・その他部門/奨励賞）

浜 田 市
蘆 THE WEST HORIZON（第1回/工作物）
蘆 浜田市世界こども美術館（第4回/一般建築物/奨励賞）
蘆 みずほ楽器（第8回/民間建築物/奨励賞）
蘆 石正美術館（第9回/公共建築物/奨励賞）
蘆 熊ケ谷棚田（第10回/工作物・その他/優秀賞）
蘆 浜田美都線「ハートフルロードしまね」
（第10回/まち・みどり/奨励賞）

蘆 高野の家（第13回/個人住宅/奨励賞）
蘆 海老谷桜（第16回/工作物その他・活動/奨励賞）
蘆 室谷の棚田（第20回/まち・みどり・活動/優秀賞）

出 雲 市
蘆 高瀬川沿い町並み整備事業（第1回/まちなみ）
蘆 出雲文化伝承館（第1回/公共建築物）
蘆 大社町サイン整備事業（第1回/工作物）
蘆 島根医科大学築地松（第2回/緑化・修景）
蘆 斐川町築地松（第2回/緑化・修景）
蘆 矢尾・日下景観づくり活動（第3回/大賞）
蘆 くすのき広場（第3回/土木施設/奨励賞）
蘆 荒神谷史跡公園（第3回/土木施設/奨励賞）
蘆 佐田すばるプラン須佐神話ゾーン整備事業
（第4回/まち・みどり/優秀賞）

蘆 西林木の家（第4回/個人住宅/奨励賞）
蘆 平田市と木次町における公園整備活動
（第4回/工作物・その他/特別賞）

しまね景観賞　受賞一覧 蘆 馬木北町まちなみづくり活動（第5回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 中島邸（第5回/個人住宅/奨励賞）
蘆 五右衛門川多自然型川づくり（第6回/土木施設/奨励賞）
蘆 大社文化プレイス（第8回/公共建築物/優秀賞）
蘆 町道岐久海岸線の土留擁壁及び切土法面緑化
（第8回/まち・みどり/奨励賞）

蘆 小村邸（第9回/個人住宅/奨励賞）
蘆 出西窯無自性館（第9回/民間建築物/奨励賞）
蘆 斐川町田園空間博物館　施設案内板
（第9回/工作物・その他/奨励賞）

蘆 原鹿の旧豪農屋敷（第10回/大賞）
蘆 高瀬川周辺の整備事業（第11回/大賞）
蘆 一畑電鉄大津町駅（第11回/民間建築物/奨励賞）
蘆 斐川町立図書館（第11回/公共建築物/優秀賞）
蘆 鷺浦の集落（第12回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 宍道湖ネイチャーランド湖岸堤（第12回/土木施設/奨励賞）
蘆 海辺の多伎図書館（第12回/公共建築物/奨励賞）
蘆 木綿街道の町並み（第13回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 荒神谷博物館（第13回/公共建築物/優秀賞）
蘆 パークタウン出雲（第14回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 伊藤邸（第14回/個人住宅/奨励賞）
蘆 島根県立古代出雲歴史博物館（第15回/大賞）
蘆 神戸川乙立地区河川災害関連工事（第16回/土木施設/優秀賞）
蘆 矢尾・日下景観づくり活動（第16回/景観づくり貢献賞）
蘆 お茶の里「唐川」（第17回/大賞）
蘆 神迎の道の会の景観づくり活動
（第17回/活動・工作物・その他/奨励賞）

蘆新しい神戸堰、神戸堰橋（第18回/土木施設/優秀賞）
蘆 吉栗の郷 魚道堰とその周辺景観
（第19回/まち・みどり部門/優秀賞）

蘆 出雲大社  門前町の日よけのれん
（第20回/屋外広告物・その他/優秀賞）

蘆 木綿街道の町並み（第20回/景観づくり貢献賞）

益 田 市
蘆 益田パルカディア・インテリジェンスセンター
（第2回/公共建築物）

蘆 城市家（第6回/個人住宅/奨励賞）
蘆 高津川の水制工作物「聖牛」（第7回/工作物・その他/特別賞）
蘆 匹見川床止工（第9回/土木施設/奨励賞）
蘆 匹見川護岸工事（第10回/土木施設/奨励賞）
蘆 旧割元庄屋　美濃地屋敷（第13回/公共建築物/優秀賞）
蘆 中垣内の棚田（第13回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 水仙の花咲く里づくり（第14回/大賞）
蘆 島根県芸術文化センターグラントワ（第14回/大賞）
蘆 新しい鏝絵の息吹（第17回/活動・工作物・その他/特別賞）
蘆匹見川の断崖に建つ家（第18回/民間建築物/優秀賞）

大 田 市
蘆 大森町町並み保存事業（第1回/まちなみ）
蘆 自動販売機等修景（第5回/工作物・その他/奨励賞）
蘆 大田市立図書館（第6回/一般建築物/優秀賞）
蘆 なかむら館（第10回/民間建築物/優秀賞）
蘆 軍平谷東谷川火山砂防工事（第10回/土木施設/奨励賞）
蘆 仁摩町生涯学習センター・仁摩図書館
（第12回/公共建築物/優秀賞）

蘆 ブラハウスワークステーション（第12回/民間建築物/優秀賞）
蘆 掛戸松島の一本松再生（第14回/工作物その他・活動/優秀賞）
蘆 路庵（第15回/民間建築物/奨励賞）
蘆 石見銀山世界遺産センター（第18回/公共建築物/優秀賞）
蘆ヨズクハデ（第18回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 大田市立北三瓶小中学校 校舎保全活動
（第19回/活動・工作物・その他部門/奨励賞）

蘆大森町町並み保存事業（第20回/景観づくり貢献賞）

安 来 市
蘆 和鋼博物館（第1回/公共建築物）
蘆 糺市営住宅（第2回/公共建築物）
蘆 金屋子神話民俗館及び案内サイン
（第4回/一般建築物/優秀賞）

蘆 黒田川県単独砂防整備事業（第5回/土木施設/優秀賞）
蘆 並河家土蔵改修（第5回/個人住宅/奨励賞）
蘆 古代出雲王陵の丘景観づくり活動（第6回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 後藤家（旧宮田家）（第10回/個人住宅/優秀賞）
蘆 ハーモニータウン汐彩の親水護岸・遊歩道・植樹帯
（第11回/土木施設/優秀賞）

蘆 出雲織・のき白鳥の里（第12回/公共建築物/優秀賞）
蘆 観光交流プラザ　アラエッサ♪ＹＡＳＵＧＩ
（第17回/公共建築物/奨励賞）

江 津 市
蘆 ミルキーウェイ・ホール（第3回/工作物・その他/奨励賞）
蘆 今井美術館（第4回/一般建築物/奨励賞）
蘆 水ふれあい公園「水の国」（第5回/大賞）
蘆 堀江邸（第6回/個人住宅/奨励賞）
蘆 総合福祉施設ミレ青山（第8回/民間建築物/奨励賞）
蘆 江津道路（第12回/土木施設/奨励賞）
蘆 旅館ぬしや（第13回/民間建築物/優秀賞）
蘆 波積ふれあいホール（第18回/公共建築物/奨励賞）
蘆 ワークくわの木  江津事業所（第20回/民間建築物/優秀賞）

雲 南 市
蘆 三刀屋川河川環境整備事業（第1回/公共土木）
蘆 平田市と木次町における公園整備活動
（第4回/工作物・その他/特別賞）

蘆 JR木次線トロッコ列車「奥出雲おろち号」
（第7回/工作物・その他/優秀賞）

蘆 アトリエHEARTH（第7回/個人住宅/奨励賞）
蘆 出雲湯村温泉元湯公衆浴場（第10回/民間建築物/奨励賞）
蘆 多根の茅葺き屋根の民家（第11回/個人住宅/奨励賞）
蘆 斐伊川  木次水辺の楽校（第13回/土木施設/奨励賞）
蘆 鉄の歴史村の町並み（第14回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 山王寺の棚田（第15回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 木次大橋と周辺河川環境（第15回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 菅谷たたらとカツラの木（第16回/大賞）
蘆 堀江家住宅（第16回/民間建築物/奨励賞）
蘆 小原橋（第17回/土木施設部門/奨励賞）
蘆さくらおろち湖～尾原ダム～（第20回/土木施設/優秀賞）
蘆 入間交流センター（第20回/公共建築物/優秀賞）
蘆 森の中の家（第20回/民間建築物/奨励賞）

奥出雲町
蘆 一般国道314号  奥出雲おろちループ（第2回/公共土木）
蘆 中国デザイン専門学校横田町セミナーハウス
（第3回/一般建築物/奨励賞）

蘆 重国住宅団地（第6回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 日刀保たたらと鳥上木炭銑工場（第16回/民間建築物/優秀賞）
蘆 船通山に咲くカタクリの花と「横田山の会」
（第16回/工作物その他・活動/優秀賞）

蘆金言寺の茅葺屋根と大イチョウ（第18回/大賞）
蘆 奥出雲  鉄の彫刻美術館（第18回/公共建築物/奨励賞）
蘆 雲南警察署阿井駐在所（第19回/公共建築物部門/優秀賞）
蘆 斐伊川源流部の自然を活かした水辺空間
（第20回/まち・みどり・活動/奨励賞）

蘆さくらおろち湖～尾原ダム～（第20回/土木施設/優秀賞）
蘆奥出雲町立亀嵩小学校（第20回/公共建築物/奨励賞）

飯 南 町
蘆 東三瓶フラワーバレー事業（第1回/緑化・修景）
蘆 ダム建設に伴い、移築された住宅（第6回/大賞）
蘆 小田川県単独砂防環境整備事業（第7回/土木施設/優秀賞）
蘆 中山間地域研究センター（第11回/公共建築物/奨励賞）
蘆 志津見大橋（第13回/土木施設/優秀賞）
蘆 銀山街道の古民家「倉屋」（第16回/まち・みどり/奨励賞）

川 本 町
蘆 悠邑ふるさと会館＋かわもと音戯館
（第6回/一般建築物/優秀賞）

美 郷 町
蘆 大浦橋（第1回/公共土木）
蘆 潮谷川砂防工事（第11回/土木施設/奨励賞）
蘆 信喜橋（第12回/土木施設/奨励賞）
蘆 主要地方道川本波多線邑智大橋（第15回/土木施設/優秀賞）
蘆 「伝統芸能と光の祭典」都賀・長藤地域の取組み
（第18回/活動・工作物・その他/優秀賞）

蘆 ふるさとおおち伝承館と前川桜（第18回/まち・みどり/奨励賞）

邑 南 町
蘆 羽須美村立羽須美中学校（第4回/一般建築物/奨励賞）
蘆 はすみ文化プラザ（第5回/一般建築物/奨励賞）
蘆 石見やかみ地区県営ふるさと水と土ふれあい事業
（第7回/土木施設/奨励賞）

蘆 原山  雲海ロード（第9回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 矢上  鹿子原新堤（第9回/土木施設/奨励賞）
蘆 羽須美の棚田（上田・平佐）（第17回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 矢上交流センター（第19回/公共建築物部門/優秀賞）
蘆 茅葺きのいえ（第19回/民間建築物部門/奨励賞）

津和野町
蘆 堀家修景事業（第1回/緑化・修景）
蘆 津和野川こいの散歩道（第3回/土木施設/優秀賞）
蘆 森鷗外記念館（第3回/一般建築物/優秀賞）
蘆 道の駅「シルクウェイにちはら・リバーサイド鮎のよりみち」
（第7回/一般建築物/奨励賞）

蘆 津和野郵便局（第7回/一般建築物/奨励賞）
蘆 麓耕つつじの里（第8回/まち・みどり/優秀賞）
蘆 津和野  殿町通り（第9回/土木施設/優秀賞）
蘆 安野光雅美術館（第9回/公共建築物/優秀賞）
蘆 津和野の魅力ある夜の景観づくり活動
（第15回/工作物その他・活動/奨励賞）

蘆 畑迫あじさいロード（第20回/まち・みどり・活動/奨励賞）

吉 賀 町
蘆 大井谷の棚田（第9回/大賞）
蘆 大井谷の棚田（第16回/景観づくり貢献賞）

海 士 町
蘆 承久海道キンニャモニャセンター
（第10回/公共建築物/奨励賞）

西ノ島町
蘆 隠岐海遊園（第1回/民間建築物）
蘆 西ノ島大橋（第13回/土木施設/奨励賞）
蘆 鬼舞 ～放牧とヒメヒマワリと牧畑跡地保全～
（第19回/活動・工作物・その他部門/奨励賞）

知 夫 村
蘆 赤ハゲ山の野大根（第10回/まち・みどり/奨励賞）
蘆 知夫里島の橋「汐見橋」（第16回/土木施設/奨励賞）

隠岐の島町
蘆 村上家隠岐しゃくなげ園（第3回/まち・みどり/特別賞）
蘆 藤野邸（第14回/個人住宅/奨励賞）
蘆 佐々木家住宅（第17回/公共建築部/優秀賞）
蘆 都万地区～屋那の松原と舟小屋～
（第18回/活動・工作物・その他/優秀賞）
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